
 

               

 

令和元年度 和歌山市地域自殺対策強化事業 

若年層対策事業研修会の開催について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  主 催：和歌山市保健所    共 催：和歌山市教育委員会 

２  日 時：８月５日（月）午後１時３０分～午後４時３０分（開場：受付 午後１時～） 

３  場 所：和歌山市河西コミュニティセンター ２階 多目的ホール大 

４  出席者：教職員をはじめ、医療・保健・福祉等に携わる専門職の方 

５  内 容：講演等（詳細は別紙参照） 

＊当日取材については、８月２日（金）午後５時までに保健対策課（℡：４８８－５１１７） 

担当 松山・大迫まで事前連絡をお願いします。 

担 当 課 保健対策課 

担 当 者   松岡・松山・大迫 

電    話 (073)488-5117 

内  線  

資 料 提 供 

令和元年７月３０日 

児童・生徒のいのちを守るために、私たちができること 
～自殺予防を子どもに伝える～ 

 
和歌山市では、年間７０人前後の方々が自殺でなくなられています。先日閣議決定されました「令

和元年度版自殺対策白書」におきまして、平成３０年の自殺者数、自殺死亡率は減少しましたが、１

９歳以下の未成年の自殺者数は増加し、統計開始以来最悪の自殺死亡率 2.8 となるなど、若年層の自

殺は深刻な状況が続いています。（下図参照） 

特に、１８歳以下の自殺をめぐる状況については、新学期の始まる４月上旬や、９月１日をピーク

とした８月下旬から９月上旬など、学校の長期休業明け直後に自殺者数が増える傾向があります。 

児童生徒の自殺予防においては、教育関係部局と自殺対策主管部局との連携を図ることが重要と言

われています。本市においても、教育委員会と共催し、教職員をはじめとした、医療・保健・福祉等

に携わる専門職の方を対象に、ゲートキーパーとしての必要な知識の習得と援助技術を獲得するため

の研修会を開催します。 

講師の阪中順子（さかなか じゅんこ）氏は、現在もカウンセラーとして教育現場で活躍され、文

部科学省「児童生徒の自殺予防に関する調査研究協力者会議」等の委員や日本自殺予防学会理事とし

て子どもの命を守るための講演等の活動をされています。 
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和歌山市地域自殺対策強化事業 若年層対策研修会 

【主催】和歌山市保健所  【共催】和歌山市教育委員会 

 

 

和歌山市では、年間７０人前後の方々が自殺で亡くなられています。この悲しい現状を踏まえ、市民のか

けがえのない命を救うために、専門職向け研修会を実施しています。 

近年、自殺死亡率について、中高年層では減少傾向を示していますが、若年層は高止まりを続けており、

１０代後半から３０代の死亡原因の第一位は自殺という深刻な状況が続いています。しかしながら、自殺予

防教育プログラムの実施は進んでおらず、児童生徒の自殺予防に向けた教育のより一層の推進が求められて

います。 

和歌山市では平成２８年度から、若年層対策事業として、子どもたちのいのちを守るために、関係者が必

要な知識と技術を共有し、子どもたちや家族を支えるための方法についての研修会を開催してきました。今

回は、実際に子どもたちに伝える際に活用できる自殺予防教育プログラムについて学ぶ機会としています。

教職員をはじめ、医療・保健・福祉等に携わる専門職の方に、多数ご参加いただけることを期待しています。 

 

【日時】 令和元年８月５日（月） 

１３：３０～１６：３０（開場：受付１３：００ ～ ） 

【場所】 和歌山市河西コミュニティセンター  

２階多目的ホール大 

（和歌山市松江北 2 丁目 20 番 7 号） 

        駐車場が限られております。乗り合わせや公共交通機関利用のご協力をお願いします。 

【講師】 加古川市教育委員会   阪中 順子 先生 

（臨床心理士・学校心理士スーパーバイザー） 

【講師紹介】 

小・中学校教諭としての勤務経験があり、その後は私立学校のカウンセラーとして、現在は加古川市教

育委員会でご活躍されています。また、文部科学省「児童生徒の自殺予防に関する調査研究協力者会議」

委員や「日本自殺予防学会」理事として、子どものいのちを守るための講演等の活動をされています。著

書として、「学校における自殺予防教育」（『精神科治療学』第 31 巻 4,5 号 星和書店 2016）、「学校

現場から発信する子どもの自殺予防ガイドブック」（金剛出版 2015）等があります。 
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児童・生徒のいのちを守るために、私たちができること 

～自殺予防を子どもに伝える～ 

 

 

対象は、医療・保健・福祉・教育等に携わる専門職です。（参加費無料） 

参加を希望される方は、７月２６日（金）までに電話・または FAX でお申込みください。 

事前申込み制で、定員８０名です。＊和歌山市教職員の方は、教育研究所にお申込みください。 

 

【申込み・問合せ先】  

    和歌山市吹上 5 丁目 2-15  和歌山市保健所 保健対策課 こころの健康対策班 

 電話：073-488-5117   FAX：073-431-9980 

  

 



 

和歌山市地域自殺対策強化事業 若年層対策研修会 

【主催】和歌山市保健所  【共催】和歌山市教育委員会 

 

参加申込書 

 

送付票不要  このまま送付してください 

和歌山市保健所 保健対策課 こころの健康対策班 あて 

締切：令和元年７月２６日（金）  FAX ０７３－４３１－９９８０ 

 

講 演：「児童・生徒のいのちを守るために、私たちができること」 

日 時：令和元年８月５日（月）１３：３０～１６：３０ 

 

所属機関名 

 

 

連絡先（電話番号） 

 

 

 

 

出席者名簿 

名 前 職 種 

氏 名（ﾌﾘｶﾞﾅ）  

氏 名（ﾌﾘｶﾞﾅ）  

氏 名（ﾌﾘｶﾞﾅ）  

氏 名（ﾌﾘｶﾞﾅ）  

氏 名（ﾌﾘｶﾞﾅ）  

 

 


